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地球環境に配慮し、古紙配合率100％再生紙に大豆油インキで印刷しています。
次回の「福祉もりおか」発行は、5月15日です。

●盛岡市社会福祉協議会 携帯電話向け情報サイト

http://www.morioka-shakyo.or.jp/i.html
QRコード対応の携帯電話でこのQRコードを撮影すると面倒な入力なしで
簡単にサイトにアクセスできます。

　盛岡市社会福祉協議会の事業活動資金として次の方々から
ご寄付をいただきました。
　ご協力に感謝し、ご報告申し上げます。
　平成22年10月26日～平成22年12月20日（敬称略）

●一般寄付
社会福祉のために
　西青山二丁目老人クラブ「さつき会」・・・・・・・13,850円
　ゴルフサークルきらく会・・・・・・・・・・・・・・・・・60,000円
　荒川和昭・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100,000円
　都南芸能協会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50,000円
　吉田太陽歌謡会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20,000円
　女声合唱コーロ・シュプール・・・・・・・・・・・・・・10,000円
　ウインズニュー公楽夕顔瀬ライト館・・・・・・・・41,203円
　舞踊と歌謡コンサート実行委員会・・・・・・・・・58,126円
　都南混声合唱団・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20,000円
　玉山区女性団体協議会・・・・・・・・・・・・・・・・100,000円
　真如苑東北本部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・500,000円
総合福祉センター補修準備積立金として
　盛岡市退職女性教職員の会・・・・・・・・・・・・・・30,000円

●物品寄付
福祉施設のために
　　芋田蒼前会女性部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・雑巾60枚
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ま ご こ ろ

福祉もりおか 盛岡市若園町2-2  盛岡市総合福祉センター
TEL：０１９（６５１）１０００  FAX：０１９（６２２）４９９９

盛岡市社会福祉協議会社会福祉
法　　人2011
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催し案内  2月～3月

　盛岡市社会福祉協議会玉山支所では、司法書士による相続相談・登記相談を行い
ます。（予約制）
日　時：2月3日（木）午前10時から午後3時まで
場　所：盛岡市玉山総合福祉センター（玉山区渋民字泉田77-1）
定　員：8名（定員になり次第締め切ります）
予約先：盛岡市社会福祉協議会玉山支所　TEL 683－2743

相続相談・登記相談

　在宅で介護をされている方を対象に、「第3回家族介護者リフレッシュ」の参加者
を募集します。
期　日：2月18日（金） ※日帰りとなります。
場　所：ホテル森の風鶯宿など
対象者：盛岡市内に居住し、寝たきり及び重度の障がいを持つ家族を家庭で介護している方。
参加費：無料
募集人員：20名（定員になり次第締め切ります）
内　容：参加者交流会など
申し込み先：盛岡市社会福祉協議会在宅福祉課　TEL 651-1000
　　　　　　1月21日（金）午前10時から電話にて受付開始

家族介護者リフレッシュ参加者募集

　盛岡市社会福祉協議会では、在宅で使用する各種福祉用具を無料で貸し出しています。
○利用できる方：在宅の高齢者や障がいのある方で、生活用具を必要とする方。
　　ただし、介護保険制度による福祉用具の貸与が利用できる方を除きます。
○貸出用具：ベッド、マット、エアマット、車いす
○貸出期間：ベッド、マット、エアマットは必要な期間利用できますが、３カ月ご
　とに更新手続きが必要です。
　　また、車いすは最長３ヶ月で、１カ月ごとに更新手続きが必要です。
○申し込み先：盛岡市社会福祉協議会在宅福祉課　TEL 651-1000

在宅用福祉用具の貸出

　ボランティア活動をしている方、ボランティア活動に興味を持っている方の情報交
換会を開催します。どなたでも参加できます。
日　時：2月21日（月）午後6時30分から午後8時30分まで
場　所：盛岡市総合福祉センター（若園町2-2）
内　容：講演、ボランティア活動に関する情報交換
申し込み：2月14日（月）までに盛岡市社会福祉協議会地域福祉課（TEL 651-1000）へ
　　　　　お申し込みください。　　　　

第２回ボランティア情報交換会

　盛岡市総合福祉センター1階に「赤い羽根47都
道府県缶バッジ」のガチャガチャ募金箱を設置し
ています。
　各都道府県の図柄と赤い羽根がデザインされた
バッジは、大小2種類があり、中にはレアデザイ
ンのバッジも。（バッジは無くなり次第終了とな
ります。）
　市総合福祉センターに来館された際には、ぜひ
募金へのご協力をお願いします。

　盛岡市社会福祉協議会では、「ボランティア活動をしてみたい」「ボランティア
を体験してみたい」という方を対象に、初心者向けボランティア入門講座を開催し
ます。
日　時：2月24日（木）、25日（金）午後1時から午後4時まで
対象者：市民一般
内　容：手話、傾聴、車いす体験
参加費：無料
場　所：盛岡市総合福祉センター（若園町2-2）
定　員：30名（定員になり次第締め切ります）
申し込み先：2月17日（木）までに、盛岡市社会福祉協議会地域福祉課
　　　　　 （TEL 651-1000）へお申し込みください。

ボランティア入門講座

　盛岡市ボランティア連絡協議会では、ボランティアの交流の場として、月1回盛岡
市総合福祉センターでボランティア茶話会を開催します。
　ボランティアを始めてみたい方や興味のある方、実際に行っている方などボランテ
ィアについて自由にお話してみませんか。
　日時や詳しい内容は、盛岡市社会福祉協議会地域福祉課（TEL651-1000）へお問
い合わせください。

ボランティア茶話会に参加しませんか

＜相談電話　６５１－１０００＞
《高齢者無料職業紹介所》
○求　職：働く能力と意欲のある高齢の方に職業を紹介します。
　　　　　登録できる方は、おおむね65歳以上の方です。
○求　人：雪かきや家事の手伝い、草取り、庭木の手入れなど、人材を派遣します。
　　　　　派遣は有料となります。（どなたでもご利用できます）
○相談日時：月～金曜日 午前8時30分から午後5時まで（国民の休日、年末年始を除きます）
《結婚相談所》
　幸せな結婚を望んでいる方のために、結婚相談所を開設しています。
○相談内容：結婚についての相談を受けます。
　　　　　　希望される条件を満たした方、または希望される条件に近い方を紹介します。
○相談日：月・水・金曜日 午前10時から午後4時まで（国民の休日、年末年始を除きます）
《心配ごと相談所》
　市民の皆さんが抱える日常的な生活の悩み、家族問題など様々な相談を伺い、解決へ
のアドバイスをします。
○相談日：月～金曜日 午前10時から午後4時まで（国民の休日、年末年始を除きます）
《人権・相続相談》
　司法書士による、人権、相続等に関わる相談を行います。
○相談日時：1月21日（金）午前10時から午後4時まで
　   　　　　2月18日（金）午前10時から午後4時まで
○場　　所：盛岡市役所都南総合支所（津志田14-37-2）
○問い合せ：盛岡市社会福祉協議会　TEL 651-1000
《人権・生活相談》
　人権、生活に関する相談を受けます。
○相談日時：1月21日（金）午前10時から午後4時まで
○場　　所：盛岡市玉山総合福祉センター（玉山区渋民字泉田77-1）
○問い合せ：盛岡市社会福祉協議会玉山支所　TEL 683-2743

■市民福祉茶会にご招待します
　盛岡市茶道協会のご協力により市民福祉茶会が開かれます。
　この茶会に盛岡市にお住まいの70歳以上の方をご招待します。招待券をご希望
の方は盛岡市社会福祉協議会へお申し込みください。（お１人様１枚）
日　時：3月6日（日）午後１時から
場　所：杜陵老人福祉センター（南大通1-7-5）
申し込み先：盛岡市社会福祉協議会 地域福祉課 TEL 651-1000

■第36回市長杯争奪身障者ボウリング大会
　盛岡市民で身体に障がいのある方を対象に、ボウリング
大会を開催します。
　参加希望の方は2月4日（金）までに、電話またはFAXでお
申し込みください。
日　時：2月13日（日）午前10時から
場　所：ビッグハウススーパーレーン（盛岡市津志田1-1-10）
内　容：2ゲームトータルにより表彰
申し込み先：盛岡市身体障害者協議会 TEL/FAX 651-3336（月・水・金 午前10時から午後1時）
　　　　　　盛岡市身体障害者スポーツ推進協議会（小野時雄方） TEL/FAX 622-6507

社会福祉協議会の相談窓口

　あけましておめでとうございます。
　社会福祉の緊要性が唱えられ、地域福祉と事業向上が要務とされ、これらの事業
拠点として昭和26年に民間団体として設立されて以来、本年で当協議会は設立
60周年を迎えることができました。ひとえに日頃から当協議会を支えてくださる皆
様方のお陰と編集委員一同、心から感謝しております。社会が目まぐるしく変わる現
在、市民の皆様と協働して支えあう地域福祉活動に取り組んでまいりたいと思いま
す。どうぞ本年もよろしくお願い申し上げます。（C）

盛岡市老人芸能大会

日　時：2月16日（水）
　　　  正午から
　　　　※盛岡市老人クラブ大会終了後
場　所：岩手県民会館大ホール
内　容：踊り、合唱、フォークダンス
　　　　など
問い合せ：盛岡市社会福祉協議会
　　　　　地域福祉課
　　　　　TEL 651-1000

前年度の大会の様子

ゴルフサークルきらく会 様

荒川和昭 様

玉山区女性団体協議会 様

前年度の大会の様子写真は昨シーズンの雪かきボランティア活動の様子ガチャガチャで募金協力するボランティア朔風の皆さん

新年のご挨拶

　新年明けましておめでとうございます。
　皆様には、輝かしい新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。
　日ごろから、地域福祉の推進に温かいご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　近年の少子高齢社会の進行に加え、経済の低迷による雇用不安などを背景に地域社会において
は多様な福祉・生活課題が提起されております。
　このようななか、盛岡市社会福祉協議会では、地区福祉推進会や町内会・自治会、関係福祉団体
のご協力をいただきながら、地域福祉活動の推進を始め、福祉制度の利用支援、在宅福祉サービス
の提供などに努めておりますが、今年度は地域福祉活動計画の中間年を迎え、計画の見直しを進め
ているところであります。
　今年は、盛岡市社会福祉協議会が設立されてから60年目の節目の年を迎えます。今後も「地域
内住民の良好な交流と相互の支えあいによるまちづくり」を目指して努力してまいりますので、一層の
ご支援をお願い申し上げますとともに、皆様の今年一年のご多幸をお祈りし新年のご挨拶といたし
ます。

社会福祉法人
盛岡市社会福祉協議会
会　長　　桑　島　　博

盛岡市社会福祉協議会は
設立60周年を迎えました。
－60年の主なあゆみ－－60年の主なあゆみ－
昭和26年　盛岡市社会福祉協議会設立（任意）
昭和35年　盛岡市中央心配ごと相談所を開設
昭和37年　第１回盛岡市社会福祉大会を開催
昭和38年　市内全戸会員制を実施
昭和41年　社会福祉法人として厚生省から法人認可
昭和43年　第１回盛岡市身障者スポーツ大会を開催
昭和44年　盛岡市結婚相談所を開設
昭和45年　第１回盛岡市子ども会スポーツ大会を開催
昭和49年　移動入浴車派遣事業を開始
昭和49年　第１回盛岡市老人スポーツ祭典を開催
昭和55年　盛岡市総合福祉センター開館
昭和60年　市民福祉茶会を開始
平成 4 年　都南村社会福祉協議会と合併
平成 5 年　ふれあいヘルパー派遣事業を受託
平成 8 年　送迎サービスを開始
平成10年　盛岡駅西口デイサービスセンター、在宅介護支援センターを受託
平成12年　月が丘デイサービスセンターを受託
平成16年　車いす同乗福祉車両（ぷらっとcab）貸出事業を開始
平成18年　玉山村社会福祉協議会と合併
平成18年　地域福祉活動計画策定
平成18年　介護サービス事業を直営化
平成20年　福祉除雪を開始

雪かきボランティアを派遣します

■利用対象　おおむね65歳以上のひとり暮らし・高齢者夫婦世帯や障がい
者世帯など、自分たちでは除雪困難な世帯
■除雪範囲　主に玄関から道路までなど、日常生活に支障がある範囲（庭
や家の周り、駐車場等は対象外となります）
■利用にあたっての注意　無償で活動できるボランティアの活動地域が限
られていますので、お住まいの住所をお聞きした上で、派遣の可否をお伝え
します。無償の派遣が難しい地域で有料であっても依頼したい方や、除雪
範囲以外の除雪を依頼したい方には、有償団体を紹介します。
　除雪を行う日時などは、ボランティアとの調整により決めさせていただきます。

■利用対象　おおむね65歳以上のひとり暮らし・高齢者夫婦世帯や障がい
者世帯など、自分たちでは除雪困難な世帯
■除雪範囲　主に玄関から道路までなど、日常生活に支障がある範囲（庭
や家の周り、駐車場等は対象外となります）
■利用にあたっての注意　無償で活動できるボランティアの活動地域が限
られていますので、お住まいの住所をお聞きした上で、派遣の可否をお伝え
します。無償の派遣が難しい地域で有料であっても依頼したい方や、除雪
範囲以外の除雪を依頼したい方には、有償団体を紹介します。
　除雪を行う日時などは、ボランティアとの調整により決めさせていただきます。

市内の60歳以上の方々による芸能大会を開催します。

　盛岡市社会福祉協議会では、個人や団体ボランティアの協力をいただきながら、除雪に困っている高齢者世帯や
障がい者世帯に対して、雪かきボランティアの派遣を行う福祉除雪を実施しています。
　盛岡市社会福祉協議会では、個人や団体ボランティアの協力をいただきながら、除雪に困っている高齢者世帯や
障がい者世帯に対して、雪かきボランティアの派遣を行う福祉除雪を実施しています。

昭和63年／街頭募金風景
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どこが出るかドキドキ！
赤い羽根47都道府県缶バッジ

平成2年／ボランティアまつり

昭和44年／子ども会議

昭和53年／老人スポーツ祭典 昭和62年／訪問入浴サービス昭和24年／募金ポスター 昭和53年／募金ポスター 

思い出スナップ思い出スナップ



　和野町内会の中で高齢者世帯や学校通学路の除雪活
動を行っている和野生き活きボランティア会（武藤久会長、
会員56名）では、岩手県共同募金会の助成を受けて除雪
機を購入、先頃、操作説明会が行われました。
　同会は、平成19年に町内の有志で結成され、一人暮らし
高齢者、障がい者等の世帯や児童生徒の通学路の除雪
活動を行っています。
　武藤会長は「今年は市の除雪機に加え、今回購入した
除雪機の2台で活動できるので除雪が早くできる。雪かきで
困っている高齢者世帯や子どもが安全に通学できるよう今
年も頑張りたい」と話していました。

　12月16日、「社会福祉に役立ててください」
と真如苑東北本部様から盛岡市社会福祉
協議会に50万円のご寄付をいただきました。
　桑島博盛岡市社会福祉協議会長から「毎
年、ありがとうございます。大切に使わせてい
ただきます」とお礼を述べ、続いて社会福祉
協議会からの感謝状を贈呈しました。

　12月14日、盛岡文士劇公演実行委員会（三浦宏会長）から岩手県共同募
金会盛岡市分会（桑島博分会長）に、12月4日と5日、盛岡劇場で公演された
年末恒例の盛岡文士劇において、当日観客の
方々に呼びかけて集まった善意190,578円の寄
付がありました。
　盛岡文士劇は昭和24年12月、歳末たすけあ
いの一環として産声を上げたことから、その精
神に沿って今回寄付が行われたものです。

　障がいがある方の状況や気持ちを理解するた
めに小学校・中学校など学校教育の場で「キャップ
ハンディ体験」が取り入れられています。
　市内の城南小学校、松園小学校、巻堀小学校、
仙北中学校では先頃、車いす走行や目隠しをして
歩行するなどのキャップハンディ体験が行われまし
た。
　体験をした児童生徒は「目が見えないとすごく怖
いのが分かりました。見かけたら手伝うことがある
か勇気を持って声をかけたい」と話していました。

　平成22年度ふれあい福祉茶会（市社会福祉協議会主催）が、杜陵老人福祉センターで
行われ、23人の親子が参加しました。
　盛岡市茶道協会の長澤彰会長
の挨拶で、茶道の歴史などについて
説明を受け、市民福祉茶会に参加し
た方 と々一緒に席に入り、子どもたち
は飲み方を教わりながらお茶を楽し
みました。
　参加した子どもは「お茶の飲み
方、お菓子の食べ方を教わり楽し
かった」と感想を述べていました。

　12月9日、恒例の「歳末たすけあい演芸会」（主催：盛岡地区更生保護女
性の会、盛岡市退職女性教職員の会、盛岡市地域女性団体協議会、盛岡
市母子寡婦福祉協会）が岩手県民会館大ホールで開催されました。
　この催しは、歳末たすけあい運動に賛同して毎年行われ、地域の一人暮
らしや寝たきりの高齢者、
重度の障がいがある方、
母子・父子家庭等の方 を々
励ますことを目的に開催さ
れています。
　今年は踊りやコーラス、
ギター演奏など46演目が
披露されました。
　当日の益金685,671円が
歳末たすけあい運動に寄
付されました。

　12月5日、渋民文化会館姫神ホールで、第22回
玉山区婦人チャリティーショー（玉山区女性団体
協議会主催）が開催され、区内各地区の女性団
体や各種団体から歌や踊りなど22演目が披露さ
れ、各団体の個性豊かな演目に、会場からはたくさ
んの拍手とともに笑いあり、声援ありと終始和やか
な時間となりました。
　ホール入口では地元特産品などの販売もあり多
くの人でにぎわいました。
　チャリティーショーの益金は、社会福祉協議会に
10万円と歳末たすけあい運動に9万円が寄付さ
れました。

　認知症について理解しようと、見前中学校（阿部道子
校長）の１学年PTA行事として認知症講演会が10月29
日に開催され、生徒173名と保護者が聴講しました。
　講演会では、「認知症を知ろう」をテーマに盛岡市医
師会もの忘れ相談医の金子博純先生（金子胃腸科内
科医院）から、認知症になる原因、発症後の病状や認
知症の人との接し方について詳しくお話がありました。
　見前地区では地区福祉推進会（村上清雄会長）が
「認知症にやさしい地域づくり」を進めており、平成21年
から認知症講演会の開催、啓発用チラシの配布、地域
内のふれあい・いきいきサロン活動の立ち上げなどを
行っています。
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もっとひろがれ

ボランティアの輪

目の不自由な人に、もっと点訳本を…
西部点字パソコンサークル・ステップ

　点字は、１マ
スにタテに３個
ずつ２列に並
んだ「６点式点
字」で表わさ
れるのが一般
的。左上の１
点目が「あ」
で、「１」「A」も
表わす。１マス

の中で母音と子音を表わす点が決まっていて、その組み合
わせで50音をつくり、これに濁音や拗音の別、言葉であるか
数字であるか英語であるかなどを示すさまざまな符号を駆
使して文章にする。初めから点字で入力する場合と、原稿を
テキストデータにしてから自動点訳ソフトを用いて点字化す
る場合とある。一字一句、句読点まで忠実に点訳し、正確を
期すため２度３度と作業者を交代しながら校正を施す。機
器、ソフトの発達で昔に比べれば容易になったとはいえ、時
間と能力の要る作業であることは今も変わりがない。
　「ステップ」は、西部公民館のボランティア養成講座の受

講生を中心に平成7年に結
成。スタートして３年間ほど
は勉強期間で、その後、実
用に役立つ点訳を手がける
ようになった。それが今では
市の広報媒体をはじめ、ラジ
オのタイムテーブルやバスの
時刻表、視覚支援学校の児
童生徒向け副読本やドリ
ル、さらには針灸師国家試
験の問題集なども依頼を受
けて作成する。読みたい小
説、アイドル本の点訳リクエ
ストもある。会として選んだ小説や絵本の点訳もあり、合わせ
るとこれまでに作成した点字図書は750点余りに上る。今年
からその一部を西部公民館の窓口から盛岡市内及び県内
の視覚障がい者に貸し出す予定だという。
　会員は主婦や定年退職した人など約35名で大半が女
性。80歳を超えた会員もいるとか。定例活動は毎週火曜日と
木曜日、10時～15時（西部公民館）としているが、時間はそ
れぞれの都合に合わせ、また、自宅で入力作業をする会員も
いる。
　目の不自由な人にとって点字は知の世界を大きく広げてく
れる手だてだが、まだまだ点字図書も点訳する人も足りてい
ない。会では「難しいけど社会に役立つ充実感があります。
ぜひ点訳ボランティアの仲間になってください」（十文字さん）
と参加を呼びかけている。
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西部点字パソコンサークル・ステップ
会　長　十文字悦子さん
電　話　643-2288（西部公民館内）
会　員　約35名

ボランティア
募　　　  集
除雪ボランティアを
募集しています。

西部公民館パソコンルームでの活動風景

新しい民生委員・児童委員の方 に々委嘱辞令を伝達

昨年10月のサロンの様子

餅つきで交流 新しい除雪機の操作方法をたしかめる

歌あり踊りあり、和やかなステージ

今年も華やかなステージが繰り広げられました

この書棚は『ハリー・ポッター』
全７巻分の点訳本

　3年に1度、全国一斉に行われる民生委員・児童委員の改選に伴
い、12月1日に都南文化会館キャラホールで委嘱辞令伝達式が行わ
れました。今回の改選で盛岡市の定数は556人（うち56人が主任児
童委員）となりました。
　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱され、住民の立場
に立って相談に応じ、必要な支援を行うとともに、行政関係機関の
業務に協力するなどして、社会福祉の増進に努めています。
　また、主任児童委員は、地区の民生委員・児童委員と協力して、
児童福祉・教育機関とのパイプ役となりながら、子どもに関する相
談支援活動を行います。

　盛岡市では、地区福祉推進会を通じて、市内全域
で一人暮らし高齢者など（シルバー）の見守りを行
う「シルバーメイト事業」を行っています。
　近所にお住まいの方（メイト）に、見守りの協力
をしていただいています。

☆どんなことをしてくれるの？
　体調が悪くなっていないか、日常生活で困ってい
ることがないかなどを声掛けなどの方法により見守
りを行います。
☆対象はどんな人？
　一人暮らし高齢者のほか、高齢者世帯や日中一人
になる高齢者の方も対象となります。
☆利用するには、どうすればいいの？
　盛岡市社会福祉協議会（TEL：651-1000）まで
ご連絡ください。

■調査活動
　担当する地域内で、必要に応じて高齢者や子育て家庭を訪問しながら調査活動（社会調査）を行います。
■気軽に相談してください
　民生委員・児童委員は、地域の皆さんの相談相手です。高齢者の介護に関すること、子育てに関すること、地域活動
に関することなど、生活の中で気になっていることがありましたら気軽に相談してください。
　地域の事情をよく知る身近な隣人として、困りごとの窓口となる機関やサービスの紹介をします。
■秘密を守ります
　民生委員・児童委員は、「民生委員法」により秘密を守るよう義務付けられていますので、お困りなことがあった場合で
も、安心して相談してください。

おじゃまします
あべたて

｢お茶っこの会｣

開催日：隔月（開催日時は回覧板で周知）
場　所：安倍館公民館
会　費：200円
内　容：おしゃべり

　あべたて「お茶っこの会」は昨年6月に開設され、隔月で
安倍館公民館を会場に地域のお茶飲み所として活動して
います。安倍館自治会の60歳以上の方が対象で、毎回25
名以上の方がこの会を楽しみに参加しています。
　世話人にシルバーメイトの協力員や保健推進員、民生委
員、自治会役員があたり、世話人で民生委員の澤口博道さ
んは「同じ地域に住む顔なじみの方たちで、お茶を飲みなが
ら楽しんでいます。12月は男性参加者でそばを打ち、みんな
で年越しそばを食べました。毎回反省会を開いて次回の内
容を話し合い、来てくれる方々に楽しんでもらっています。男
性の方も多く参加してもらえると嬉しい」と話していました。

　下太田公民館で、下川原町内会・沢田町内会・松原町
内会の3地区合同ふれあい会（子ども会との交流会アンド
長寿をお祝いする会）が11月14日開催され、子ども会親子
と高齢者が交流しました。
　子ども会交流会ではバルーンアートで風船を作り、長寿を
お祝いする会の会場へ飾りお祝いムードを盛り上げていま
した。また、高齢者と子どもの餅つきや昔遊びでは歓声と笑
い声に包まれ、和やかな交流会となりました。
　長寿をお祝いする会では唄や踊りのもてなしを受け、参
加者は大きな拍手を送り楽しい一日を過ごしました。

下太田地区で子ども会と
長寿者との交流会

共同募金会の助成を受け除雪機を購入Sサロン訪問サロン訪問サロン訪問

　低所得世帯の方を対象に高校、短期大学、大学及び高等専門学校の学費等を貸し付けします。
 貸付対象となる世帯
　低所得世帯であること（生活保護基準×1.7倍以下の収入世帯）。就学者（借受人）の他に同居する生計中心者が
連帯借受人となることが条件です。ただし、多額の債務がある場合は、連帯保証人を必要とする場合があります。
　なお、他制度（日本学生支援機構など）による貸付が可能な場合は、対象となりません。また、母子寡婦世帯の方は、同様の
修学資金（母子福祉資金貸付制度）がありますので、盛岡市保健福祉部児童福祉課（電話626-7511）へご相談ください。
※就学支度費については、他貸付制度に同等の資金がない場合は貸し付けできます。
　申請から決定となるまでに約1ヶ月間かかります。
 貸付内容
・貸付限度額
　教育支援費　高校（月35,000円以内）、高等専門学校（月60,000円以内）、
　　　　　　　　短大（月60,000円以内）、大学（月65,000円以内）
　就学支度費　500,000円以内
・償 還 期 間　　20年以内
・貸 付 利 息　　無利子
・相 談 先　　盛岡市社会福祉協議会　在宅福祉課　　  TEL 651-1000
    　　　　　　盛岡市社会福祉協議会　玉山支所　　　  TEL 683-2743
　　　　　　　 岩手県社会福祉協議会　地域福祉企画課  TEL 637-4466

教育支援資金を貸し付けしています
進学の季節をひかえて

民生委員・児童委員が改選されました民生委員・児童委員が改選されました

民生委員・児童委員の業務

　盛岡市社会福祉協議会では、雪かき
ができずに困っている高齢者世帯や障が
い者世帯の「福祉除雪」に協力いただけ
る個人や団体を募集しています。
　
活動時間：それぞれボランティアの可能
　　　　　な時間帯に協力していただ
　　　　　きます。
依頼方法：社会福祉協議会から電話で

協力依頼の連絡をします。
活動方法：雪かきに必要な道具は各自

でご用意ください。
連絡先

盛岡市社会福祉協議会
地域福祉課　（TEL 651-1000）

高齢者等の

見守り活動を
　行っています

＜和野生き活きボランティア会＞

茶道で
世代間交流 ふれあい福祉茶会茶道で
世代間交流

歳末たすけあい演芸会歳末たすけあい演芸会

玉山区

婦人チャリティーショー

ふれあい福祉茶会

「認知症を知ろう」
見前中学校１学年で講演会
「認知症を知ろう」

真如苑東北本部様からご寄付いただきました

盛岡文土劇の善意を 歳末たすけあい運動に寄付
ありがとうございます。

見前中学校１学年で講演会

小中学校でキャップハンディ体験

少し緊張しながら…

親子一緒に認知症を理解する

社協特別賛助会員
ありがとうございます

次の法人・事業所様から社協特別賛助会員としてご支援いただきました。
平成22年12月20日現在

株式会社 川徳　　名鉄観光サービス㈱盛岡支店

腕に重りを付けてお年寄りの行動を疑似体験（仙北中学校）



　和野町内会の中で高齢者世帯や学校通学路の除雪活
動を行っている和野生き活きボランティア会（武藤久会長、
会員56名）では、岩手県共同募金会の助成を受けて除雪
機を購入、先頃、操作説明会が行われました。
　同会は、平成19年に町内の有志で結成され、一人暮らし
高齢者、障がい者等の世帯や児童生徒の通学路の除雪
活動を行っています。
　武藤会長は「今年は市の除雪機に加え、今回購入した
除雪機の2台で活動できるので除雪が早くできる。雪かきで
困っている高齢者世帯や子どもが安全に通学できるよう今
年も頑張りたい」と話していました。

　12月16日、「社会福祉に役立ててください」
と真如苑東北本部様から盛岡市社会福祉
協議会に50万円のご寄付をいただきました。
　桑島博盛岡市社会福祉協議会長から「毎
年、ありがとうございます。大切に使わせてい
ただきます」とお礼を述べ、続いて社会福祉
協議会からの感謝状を贈呈しました。

　12月14日、盛岡文士劇公演実行委員会（三浦宏会長）から岩手県共同募
金会盛岡市分会（桑島博分会長）に、12月4日と5日、盛岡劇場で公演された
年末恒例の盛岡文士劇において、当日観客の
方々に呼びかけて集まった善意190,578円の寄
付がありました。
　盛岡文士劇は昭和24年12月、歳末たすけあ
いの一環として産声を上げたことから、その精
神に沿って今回寄付が行われたものです。

　障がいがある方の状況や気持ちを理解するた
めに小学校・中学校など学校教育の場で「キャップ
ハンディ体験」が取り入れられています。
　市内の城南小学校、松園小学校、巻堀小学校、
仙北中学校では先頃、車いす走行や目隠しをして
歩行するなどのキャップハンディ体験が行われまし
た。
　体験をした児童生徒は「目が見えないとすごく怖
いのが分かりました。見かけたら手伝うことがある
か勇気を持って声をかけたい」と話していました。

　平成22年度ふれあい福祉茶会（市社会福祉協議会主催）が、杜陵老人福祉センターで
行われ、23人の親子が参加しました。
　盛岡市茶道協会の長澤彰会長
の挨拶で、茶道の歴史などについて
説明を受け、市民福祉茶会に参加し
た方 と々一緒に席に入り、子どもたち
は飲み方を教わりながらお茶を楽し
みました。
　参加した子どもは「お茶の飲み
方、お菓子の食べ方を教わり楽し
かった」と感想を述べていました。

　12月9日、恒例の「歳末たすけあい演芸会」（主催：盛岡地区更生保護女
性の会、盛岡市退職女性教職員の会、盛岡市地域女性団体協議会、盛岡
市母子寡婦福祉協会）が岩手県民会館大ホールで開催されました。
　この催しは、歳末たすけあい運動に賛同して毎年行われ、地域の一人暮
らしや寝たきりの高齢者、
重度の障がいがある方、
母子・父子家庭等の方 を々
励ますことを目的に開催さ
れています。
　今年は踊りやコーラス、
ギター演奏など46演目が
披露されました。
　当日の益金685,671円が
歳末たすけあい運動に寄
付されました。

　12月5日、渋民文化会館姫神ホールで、第22回
玉山区婦人チャリティーショー（玉山区女性団体
協議会主催）が開催され、区内各地区の女性団
体や各種団体から歌や踊りなど22演目が披露さ
れ、各団体の個性豊かな演目に、会場からはたくさ
んの拍手とともに笑いあり、声援ありと終始和やか
な時間となりました。
　ホール入口では地元特産品などの販売もあり多
くの人でにぎわいました。
　チャリティーショーの益金は、社会福祉協議会に
10万円と歳末たすけあい運動に9万円が寄付さ
れました。

　認知症について理解しようと、見前中学校（阿部道子
校長）の１学年PTA行事として認知症講演会が10月29
日に開催され、生徒173名と保護者が聴講しました。
　講演会では、「認知症を知ろう」をテーマに盛岡市医
師会もの忘れ相談医の金子博純先生（金子胃腸科内
科医院）から、認知症になる原因、発症後の病状や認
知症の人との接し方について詳しくお話がありました。
　見前地区では地区福祉推進会（村上清雄会長）が
「認知症にやさしい地域づくり」を進めており、平成21年
から認知症講演会の開催、啓発用チラシの配布、地域
内のふれあい・いきいきサロン活動の立ち上げなどを
行っています。
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もっとひろがれ

ボランティアの輪

目の不自由な人に、もっと点訳本を…
西部点字パソコンサークル・ステップ

　点字は、１マ
スにタテに３個
ずつ２列に並
んだ「６点式点
字」で表わさ
れるのが一般
的。左上の１
点目が「あ」
で、「１」「A」も
表わす。１マス

の中で母音と子音を表わす点が決まっていて、その組み合
わせで50音をつくり、これに濁音や拗音の別、言葉であるか
数字であるか英語であるかなどを示すさまざまな符号を駆
使して文章にする。初めから点字で入力する場合と、原稿を
テキストデータにしてから自動点訳ソフトを用いて点字化す
る場合とある。一字一句、句読点まで忠実に点訳し、正確を
期すため２度３度と作業者を交代しながら校正を施す。機
器、ソフトの発達で昔に比べれば容易になったとはいえ、時
間と能力の要る作業であることは今も変わりがない。
　「ステップ」は、西部公民館のボランティア養成講座の受

講生を中心に平成7年に結
成。スタートして３年間ほど
は勉強期間で、その後、実
用に役立つ点訳を手がける
ようになった。それが今では
市の広報媒体をはじめ、ラジ
オのタイムテーブルやバスの
時刻表、視覚支援学校の児
童生徒向け副読本やドリ
ル、さらには針灸師国家試
験の問題集なども依頼を受
けて作成する。読みたい小
説、アイドル本の点訳リクエ
ストもある。会として選んだ小説や絵本の点訳もあり、合わせ
るとこれまでに作成した点字図書は750点余りに上る。今年
からその一部を西部公民館の窓口から盛岡市内及び県内
の視覚障がい者に貸し出す予定だという。
　会員は主婦や定年退職した人など約35名で大半が女
性。80歳を超えた会員もいるとか。定例活動は毎週火曜日と
木曜日、10時～15時（西部公民館）としているが、時間はそ
れぞれの都合に合わせ、また、自宅で入力作業をする会員も
いる。
　目の不自由な人にとって点字は知の世界を大きく広げてく
れる手だてだが、まだまだ点字図書も点訳する人も足りてい
ない。会では「難しいけど社会に役立つ充実感があります。
ぜひ点訳ボランティアの仲間になってください」（十文字さん）
と参加を呼びかけている。
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西部点字パソコンサークル・ステップ
会　長　十文字悦子さん
電　話　643-2288（西部公民館内）
会　員　約35名

ボランティア
募　　　  集
除雪ボランティアを
募集しています。

西部公民館パソコンルームでの活動風景

新しい民生委員・児童委員の方 に々委嘱辞令を伝達

昨年10月のサロンの様子

餅つきで交流 新しい除雪機の操作方法をたしかめる

歌あり踊りあり、和やかなステージ

今年も華やかなステージが繰り広げられました

この書棚は『ハリー・ポッター』
全７巻分の点訳本

　3年に1度、全国一斉に行われる民生委員・児童委員の改選に伴
い、12月1日に都南文化会館キャラホールで委嘱辞令伝達式が行わ
れました。今回の改選で盛岡市の定数は556人（うち56人が主任児
童委員）となりました。
　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱され、住民の立場
に立って相談に応じ、必要な支援を行うとともに、行政関係機関の
業務に協力するなどして、社会福祉の増進に努めています。
　また、主任児童委員は、地区の民生委員・児童委員と協力して、
児童福祉・教育機関とのパイプ役となりながら、子どもに関する相
談支援活動を行います。

　盛岡市では、地区福祉推進会を通じて、市内全域
で一人暮らし高齢者など（シルバー）の見守りを行
う「シルバーメイト事業」を行っています。
　近所にお住まいの方（メイト）に、見守りの協力
をしていただいています。

☆どんなことをしてくれるの？
　体調が悪くなっていないか、日常生活で困ってい
ることがないかなどを声掛けなどの方法により見守
りを行います。
☆対象はどんな人？
　一人暮らし高齢者のほか、高齢者世帯や日中一人
になる高齢者の方も対象となります。
☆利用するには、どうすればいいの？
　盛岡市社会福祉協議会（TEL：651-1000）まで
ご連絡ください。

■調査活動
　担当する地域内で、必要に応じて高齢者や子育て家庭を訪問しながら調査活動（社会調査）を行います。
■気軽に相談してください
　民生委員・児童委員は、地域の皆さんの相談相手です。高齢者の介護に関すること、子育てに関すること、地域活動
に関することなど、生活の中で気になっていることがありましたら気軽に相談してください。
　地域の事情をよく知る身近な隣人として、困りごとの窓口となる機関やサービスの紹介をします。
■秘密を守ります
　民生委員・児童委員は、「民生委員法」により秘密を守るよう義務付けられていますので、お困りなことがあった場合で
も、安心して相談してください。

おじゃまします
あべたて

｢お茶っこの会｣

開催日：隔月（開催日時は回覧板で周知）
場　所：安倍館公民館
会　費：200円
内　容：おしゃべり

　あべたて「お茶っこの会」は昨年6月に開設され、隔月で
安倍館公民館を会場に地域のお茶飲み所として活動して
います。安倍館自治会の60歳以上の方が対象で、毎回25
名以上の方がこの会を楽しみに参加しています。
　世話人にシルバーメイトの協力員や保健推進員、民生委
員、自治会役員があたり、世話人で民生委員の澤口博道さ
んは「同じ地域に住む顔なじみの方たちで、お茶を飲みなが
ら楽しんでいます。12月は男性参加者でそばを打ち、みんな
で年越しそばを食べました。毎回反省会を開いて次回の内
容を話し合い、来てくれる方々に楽しんでもらっています。男
性の方も多く参加してもらえると嬉しい」と話していました。

　下太田公民館で、下川原町内会・沢田町内会・松原町
内会の3地区合同ふれあい会（子ども会との交流会アンド
長寿をお祝いする会）が11月14日開催され、子ども会親子
と高齢者が交流しました。
　子ども会交流会ではバルーンアートで風船を作り、長寿を
お祝いする会の会場へ飾りお祝いムードを盛り上げていま
した。また、高齢者と子どもの餅つきや昔遊びでは歓声と笑
い声に包まれ、和やかな交流会となりました。
　長寿をお祝いする会では唄や踊りのもてなしを受け、参
加者は大きな拍手を送り楽しい一日を過ごしました。

下太田地区で子ども会と
長寿者との交流会

共同募金会の助成を受け除雪機を購入Sサロン訪問サロン訪問サロン訪問

　低所得世帯の方を対象に高校、短期大学、大学及び高等専門学校の学費等を貸し付けします。
 貸付対象となる世帯
　低所得世帯であること（生活保護基準×1.7倍以下の収入世帯）。就学者（借受人）の他に同居する生計中心者が
連帯借受人となることが条件です。ただし、多額の債務がある場合は、連帯保証人を必要とする場合があります。
　なお、他制度（日本学生支援機構など）による貸付が可能な場合は、対象となりません。また、母子寡婦世帯の方は、同様の
修学資金（母子福祉資金貸付制度）がありますので、盛岡市保健福祉部児童福祉課（電話626-7511）へご相談ください。
※就学支度費については、他貸付制度に同等の資金がない場合は貸し付けできます。
　申請から決定となるまでに約1ヶ月間かかります。
 貸付内容
・貸付限度額
　教育支援費　高校（月35,000円以内）、高等専門学校（月60,000円以内）、
　　　　　　　　短大（月60,000円以内）、大学（月65,000円以内）
　就学支度費　500,000円以内
・償 還 期 間　　20年以内
・貸 付 利 息　　無利子
・相 談 先　　盛岡市社会福祉協議会　在宅福祉課　　  TEL 651-1000
    　　　　　　盛岡市社会福祉協議会　玉山支所　　　  TEL 683-2743
　　　　　　　 岩手県社会福祉協議会　地域福祉企画課  TEL 637-4466

教育支援資金を貸し付けしています
進学の季節をひかえて

民生委員・児童委員が改選されました民生委員・児童委員が改選されました

民生委員・児童委員の業務

　盛岡市社会福祉協議会では、雪かき
ができずに困っている高齢者世帯や障が
い者世帯の「福祉除雪」に協力いただけ
る個人や団体を募集しています。
　
活動時間：それぞれボランティアの可能
　　　　　な時間帯に協力していただ
　　　　　きます。
依頼方法：社会福祉協議会から電話で

協力依頼の連絡をします。
活動方法：雪かきに必要な道具は各自

でご用意ください。
連絡先

盛岡市社会福祉協議会
地域福祉課　（TEL 651-1000）

高齢者等の

見守り活動を
　行っています

＜和野生き活きボランティア会＞

茶道で
世代間交流 ふれあい福祉茶会茶道で
世代間交流

歳末たすけあい演芸会歳末たすけあい演芸会

玉山区

婦人チャリティーショー

ふれあい福祉茶会

「認知症を知ろう」
見前中学校１学年で講演会
「認知症を知ろう」

真如苑東北本部様からご寄付いただきました

盛岡文土劇の善意を 歳末たすけあい運動に寄付
ありがとうございます。

見前中学校１学年で講演会

小中学校でキャップハンディ体験

少し緊張しながら…

親子一緒に認知症を理解する

社協特別賛助会員
ありがとうございます

次の法人・事業所様から社協特別賛助会員としてご支援いただきました。
平成22年12月20日現在

株式会社 川徳　　名鉄観光サービス㈱盛岡支店

腕に重りを付けてお年寄りの行動を疑似体験（仙北中学校）
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地球環境に配慮し、古紙配合率100％再生紙に大豆油インキで印刷しています。
次回の「福祉もりおか」発行は、5月15日です。

●盛岡市社会福祉協議会 携帯電話向け情報サイト

http://www.morioka-shakyo.or.jp/i.html
QRコード対応の携帯電話でこのQRコードを撮影すると面倒な入力なしで
簡単にサイトにアクセスできます。

　盛岡市社会福祉協議会の事業活動資金として次の方々から
ご寄付をいただきました。
　ご協力に感謝し、ご報告申し上げます。
　平成22年10月26日～平成22年12月20日（敬称略）

●一般寄付
社会福祉のために
　西青山二丁目老人クラブ「さつき会」・・・・・・・13,850円
　ゴルフサークルきらく会・・・・・・・・・・・・・・・・・60,000円
　荒川和昭・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100,000円
　都南芸能協会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50,000円
　吉田太陽歌謡会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20,000円
　女声合唱コーロ・シュプール・・・・・・・・・・・・・・10,000円
　ウインズニュー公楽夕顔瀬ライト館・・・・・・・・41,203円
　舞踊と歌謡コンサート実行委員会・・・・・・・・・58,126円
　都南混声合唱団・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20,000円
　玉山区女性団体協議会・・・・・・・・・・・・・・・・100,000円
　真如苑東北本部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・500,000円
総合福祉センター補修準備積立金として
　盛岡市退職女性教職員の会・・・・・・・・・・・・・・30,000円

●物品寄付
福祉施設のために
　　芋田蒼前会女性部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・雑巾60枚
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ま ご こ ろ

福祉もりおか 盛岡市若園町2-2  盛岡市総合福祉センター
TEL：０１９（６５１）１０００  FAX：０１９（６２２）４９９９

盛岡市社会福祉協議会社会福祉
法　　人2011

1.15
http://www.morioka-shakyo.or.jp/

No.154

催し案内  2月～3月

　盛岡市社会福祉協議会玉山支所では、司法書士による相続相談・登記相談を行い
ます。（予約制）
日　時：2月3日（木）午前10時から午後3時まで
場　所：盛岡市玉山総合福祉センター（玉山区渋民字泉田77-1）
定　員：8名（定員になり次第締め切ります）
予約先：盛岡市社会福祉協議会玉山支所　TEL 683－2743

相続相談・登記相談

　在宅で介護をされている方を対象に、「第3回家族介護者リフレッシュ」の参加者
を募集します。
期　日：2月18日（金） ※日帰りとなります。
場　所：ホテル森の風鶯宿など
対象者：盛岡市内に居住し、寝たきり及び重度の障がいを持つ家族を家庭で介護している方。
参加費：無料
募集人員：20名（定員になり次第締め切ります）
内　容：参加者交流会など
申し込み先：盛岡市社会福祉協議会在宅福祉課　TEL 651-1000
　　　　　　1月21日（金）午前10時から電話にて受付開始

家族介護者リフレッシュ参加者募集

　盛岡市社会福祉協議会では、在宅で使用する各種福祉用具を無料で貸し出しています。
○利用できる方：在宅の高齢者や障がいのある方で、生活用具を必要とする方。
　　ただし、介護保険制度による福祉用具の貸与が利用できる方を除きます。
○貸出用具：ベッド、マット、エアマット、車いす
○貸出期間：ベッド、マット、エアマットは必要な期間利用できますが、３カ月ご
　とに更新手続きが必要です。
　　また、車いすは最長３ヶ月で、１カ月ごとに更新手続きが必要です。
○申し込み先：盛岡市社会福祉協議会在宅福祉課　TEL 651-1000

在宅用福祉用具の貸出

　ボランティア活動をしている方、ボランティア活動に興味を持っている方の情報交
換会を開催します。どなたでも参加できます。
日　時：2月21日（月）午後6時30分から午後8時30分まで
場　所：盛岡市総合福祉センター（若園町2-2）
内　容：講演、ボランティア活動に関する情報交換
申し込み：2月14日（月）までに盛岡市社会福祉協議会地域福祉課（TEL 651-1000）へ
　　　　　お申し込みください。　　　　

第２回ボランティア情報交換会

　盛岡市総合福祉センター1階に「赤い羽根47都
道府県缶バッジ」のガチャガチャ募金箱を設置し
ています。
　各都道府県の図柄と赤い羽根がデザインされた
バッジは、大小2種類があり、中にはレアデザイ
ンのバッジも。（バッジは無くなり次第終了とな
ります。）
　市総合福祉センターに来館された際には、ぜひ
募金へのご協力をお願いします。

　盛岡市社会福祉協議会では、「ボランティア活動をしてみたい」「ボランティア
を体験してみたい」という方を対象に、初心者向けボランティア入門講座を開催し
ます。
日　時：2月24日（木）、25日（金）午後1時から午後4時まで
対象者：市民一般
内　容：手話、傾聴、車いす体験
参加費：無料
場　所：盛岡市総合福祉センター（若園町2-2）
定　員：30名（定員になり次第締め切ります）
申し込み先：2月17日（木）までに、盛岡市社会福祉協議会地域福祉課
　　　　　 （TEL 651-1000）へお申し込みください。

ボランティア入門講座

　盛岡市ボランティア連絡協議会では、ボランティアの交流の場として、月1回盛岡
市総合福祉センターでボランティア茶話会を開催します。
　ボランティアを始めてみたい方や興味のある方、実際に行っている方などボランテ
ィアについて自由にお話してみませんか。
　日時や詳しい内容は、盛岡市社会福祉協議会地域福祉課（TEL651-1000）へお問
い合わせください。

ボランティア茶話会に参加しませんか

＜相談電話　６５１－１０００＞
《高齢者無料職業紹介所》
○求　職：働く能力と意欲のある高齢の方に職業を紹介します。
　　　　　登録できる方は、おおむね65歳以上の方です。
○求　人：雪かきや家事の手伝い、草取り、庭木の手入れなど、人材を派遣します。
　　　　　派遣は有料となります。（どなたでもご利用できます）
○相談日時：月～金曜日 午前8時30分から午後5時まで（国民の休日、年末年始を除きます）
《結婚相談所》
　幸せな結婚を望んでいる方のために、結婚相談所を開設しています。
○相談内容：結婚についての相談を受けます。
　　　　　　希望される条件を満たした方、または希望される条件に近い方を紹介します。
○相談日：月・水・金曜日 午前10時から午後4時まで（国民の休日、年末年始を除きます）
《心配ごと相談所》
　市民の皆さんが抱える日常的な生活の悩み、家族問題など様々な相談を伺い、解決へ
のアドバイスをします。
○相談日：月～金曜日 午前10時から午後4時まで（国民の休日、年末年始を除きます）
《人権・相続相談》
　司法書士による、人権、相続等に関わる相談を行います。
○相談日時：1月21日（金）午前10時から午後4時まで
　   　　　　2月18日（金）午前10時から午後4時まで
○場　　所：盛岡市役所都南総合支所（津志田14-37-2）
○問い合せ：盛岡市社会福祉協議会　TEL 651-1000
《人権・生活相談》
　人権、生活に関する相談を受けます。
○相談日時：1月21日（金）午前10時から午後4時まで
○場　　所：盛岡市玉山総合福祉センター（玉山区渋民字泉田77-1）
○問い合せ：盛岡市社会福祉協議会玉山支所　TEL 683-2743

■市民福祉茶会にご招待します
　盛岡市茶道協会のご協力により市民福祉茶会が開かれます。
　この茶会に盛岡市にお住まいの70歳以上の方をご招待します。招待券をご希望
の方は盛岡市社会福祉協議会へお申し込みください。（お１人様１枚）
日　時：3月6日（日）午後１時から
場　所：杜陵老人福祉センター（南大通1-7-5）
申し込み先：盛岡市社会福祉協議会 地域福祉課 TEL 651-1000

■第36回市長杯争奪身障者ボウリング大会
　盛岡市民で身体に障がいのある方を対象に、ボウリング
大会を開催します。
　参加希望の方は2月4日（金）までに、電話またはFAXでお
申し込みください。
日　時：2月13日（日）午前10時から
場　所：ビッグハウススーパーレーン（盛岡市津志田1-1-10）
内　容：2ゲームトータルにより表彰
申し込み先：盛岡市身体障害者協議会 TEL/FAX 651-3336（月・水・金 午前10時から午後1時）
　　　　　　盛岡市身体障害者スポーツ推進協議会（小野時雄方） TEL/FAX 622-6507

社会福祉協議会の相談窓口

　あけましておめでとうございます。
　社会福祉の緊要性が唱えられ、地域福祉と事業向上が要務とされ、これらの事業
拠点として昭和26年に民間団体として設立されて以来、本年で当協議会は設立
60周年を迎えることができました。ひとえに日頃から当協議会を支えてくださる皆
様方のお陰と編集委員一同、心から感謝しております。社会が目まぐるしく変わる現
在、市民の皆様と協働して支えあう地域福祉活動に取り組んでまいりたいと思いま
す。どうぞ本年もよろしくお願い申し上げます。（C）

盛岡市老人芸能大会

日　時：2月16日（水）
　　　  正午から
　　　　※盛岡市老人クラブ大会終了後
場　所：岩手県民会館大ホール
内　容：踊り、合唱、フォークダンス
　　　　など
問い合せ：盛岡市社会福祉協議会
　　　　　地域福祉課
　　　　　TEL 651-1000

前年度の大会の様子

ゴルフサークルきらく会 様

荒川和昭 様

玉山区女性団体協議会 様

前年度の大会の様子写真は昨シーズンの雪かきボランティア活動の様子ガチャガチャで募金協力するボランティア朔風の皆さん

新年のご挨拶

　新年明けましておめでとうございます。
　皆様には、輝かしい新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。
　日ごろから、地域福祉の推進に温かいご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　近年の少子高齢社会の進行に加え、経済の低迷による雇用不安などを背景に地域社会において
は多様な福祉・生活課題が提起されております。
　このようななか、盛岡市社会福祉協議会では、地区福祉推進会や町内会・自治会、関係福祉団体
のご協力をいただきながら、地域福祉活動の推進を始め、福祉制度の利用支援、在宅福祉サービス
の提供などに努めておりますが、今年度は地域福祉活動計画の中間年を迎え、計画の見直しを進め
ているところであります。
　今年は、盛岡市社会福祉協議会が設立されてから60年目の節目の年を迎えます。今後も「地域
内住民の良好な交流と相互の支えあいによるまちづくり」を目指して努力してまいりますので、一層の
ご支援をお願い申し上げますとともに、皆様の今年一年のご多幸をお祈りし新年のご挨拶といたし
ます。

社会福祉法人
盛岡市社会福祉協議会
会　長　　桑　島　　博

盛岡市社会福祉協議会は
設立60周年を迎えました。
－60年の主なあゆみ－－60年の主なあゆみ－
昭和26年　盛岡市社会福祉協議会設立（任意）
昭和35年　盛岡市中央心配ごと相談所を開設
昭和37年　第１回盛岡市社会福祉大会を開催
昭和38年　市内全戸会員制を実施
昭和41年　社会福祉法人として厚生省から法人認可
昭和43年　第１回盛岡市身障者スポーツ大会を開催
昭和44年　盛岡市結婚相談所を開設
昭和45年　第１回盛岡市子ども会スポーツ大会を開催
昭和49年　移動入浴車派遣事業を開始
昭和49年　第１回盛岡市老人スポーツ祭典を開催
昭和55年　盛岡市総合福祉センター開館
昭和60年　市民福祉茶会を開始
平成 4 年　都南村社会福祉協議会と合併
平成 5 年　ふれあいヘルパー派遣事業を受託
平成 8 年　送迎サービスを開始
平成10年　盛岡駅西口デイサービスセンター、在宅介護支援センターを受託
平成12年　月が丘デイサービスセンターを受託
平成16年　車いす同乗福祉車両（ぷらっとcab）貸出事業を開始
平成18年　玉山村社会福祉協議会と合併
平成18年　地域福祉活動計画策定
平成18年　介護サービス事業を直営化
平成20年　福祉除雪を開始

雪かきボランティアを派遣します

■利用対象　おおむね65歳以上のひとり暮らし・高齢者夫婦世帯や障がい
者世帯など、自分たちでは除雪困難な世帯
■除雪範囲　主に玄関から道路までなど、日常生活に支障がある範囲（庭
や家の周り、駐車場等は対象外となります）
■利用にあたっての注意　無償で活動できるボランティアの活動地域が限
られていますので、お住まいの住所をお聞きした上で、派遣の可否をお伝え
します。無償の派遣が難しい地域で有料であっても依頼したい方や、除雪
範囲以外の除雪を依頼したい方には、有償団体を紹介します。
　除雪を行う日時などは、ボランティアとの調整により決めさせていただきます。

■利用対象　おおむね65歳以上のひとり暮らし・高齢者夫婦世帯や障がい
者世帯など、自分たちでは除雪困難な世帯
■除雪範囲　主に玄関から道路までなど、日常生活に支障がある範囲（庭
や家の周り、駐車場等は対象外となります）
■利用にあたっての注意　無償で活動できるボランティアの活動地域が限
られていますので、お住まいの住所をお聞きした上で、派遣の可否をお伝え
します。無償の派遣が難しい地域で有料であっても依頼したい方や、除雪
範囲以外の除雪を依頼したい方には、有償団体を紹介します。
　除雪を行う日時などは、ボランティアとの調整により決めさせていただきます。

市内の60歳以上の方々による芸能大会を開催します。

　盛岡市社会福祉協議会では、個人や団体ボランティアの協力をいただきながら、除雪に困っている高齢者世帯や
障がい者世帯に対して、雪かきボランティアの派遣を行う福祉除雪を実施しています。
　盛岡市社会福祉協議会では、個人や団体ボランティアの協力をいただきながら、除雪に困っている高齢者世帯や
障がい者世帯に対して、雪かきボランティアの派遣を行う福祉除雪を実施しています。

昭和63年／街頭募金風景
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どこが出るかドキドキ！
赤い羽根47都道府県缶バッジ

平成2年／ボランティアまつり

昭和44年／子ども会議

昭和53年／老人スポーツ祭典 昭和62年／訪問入浴サービス昭和24年／募金ポスター 昭和53年／募金ポスター 
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